
 

 

自立活動 学習指導案（情緒障がい等） 

 

日時 令和○年○月○日（○） 

第○校時 

○中学校 第３学年 

１ 生徒  ○ （第３学年） 

２ 指導者 ○ 

３ 単元名 「自分に向き合い、自分の将来を考える」 

      （本時）様々な職業について考えよう 

４ 生徒の目標 

  ・働く上でコミュニケーションをとることの大切さを知ることができる。【２（２）３（４）６（１）】 

  ・他者に目を向けることができる。【３（１）６（１）】 

  ・自分の興味と異なる職業について考えることができる。【３（３）４（５）】 

５ 展開（指導者をＴ、生徒をＳと表す） 

 学習活動 指導上の留意点 教材・資料 

導 

入 

7分 

・今日の授業の時間に 

見通しをもつ。 

 

 

 

・記録カードに日付や 

曜日、今日の気分等を 

記入する。 

・授業について確認し、この時間の終了時間を決める。 

・イラスト帳を持って来ていた場合は、授業の最後にイラストを

先生に見せる時間（自己表現の時間）をとるので、イラスト帳

を閉じるように伝える。イラストを見せる時間を決める。 

 

・記録カードに書かれた内容を基に会話し、本時の生徒の気分や

状況を把握する。 

 

 

 

 

 

・記録カード 

 

・自分が将来なりたい職

業は何かを話す。 

 

・４種類の職業名とその

職業のイラストが書

かれたカードを見な

がら、それぞれの職業

について知っている

か答える。 

 

・知らない職業について

仕事の内容を予想す

る。 

・肯定的に話を聞き、Ｓの考えを受け止める。 

 

 

・提示する４種類の職業は、仕事の特徴がそれぞれ異なるものを

用意する。Ｓの興味がありそうな職業とＳが興味のなさそうな

職業を入れるようにする。（イラストレーター・保育士・サッカ

ー選手・消防士） 

 

 

 

・予想させた後に、どのような仕事なのか簡単に説明する。 

 

 

・職業名と 

イラスト 

が書かれ

たカード 

 



 

   

展 

開 

33分 

・知っていると答えた職

業について、その職業

はどのようなことを

する仕事なのか、知っ

ていることを答える。 

 

 

・Ｓが知っていた職業の

中から２つの職業を

取り上げ、どのような

人がその職業に向い

ているかを考える。 

 

 

・①の職業の仕事内容に

ついて確認する。 

 

・①の職業についてどの

ような人が向いてい

ると思うか、考える。 

・①の職業に向いている

人の特徴を見て、自分

がその仕事に向いて

いそうか考える。 

・なぜ向いている（向い

ていない）と思ったの

か考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｓがそれぞれの職業の仕事内容を正しく捉えられているかを確

認する。 

・Ｓの発言内容のキーワードを職業名と職業のイラストが書かれ

たカードの下にＴが板書する。 

・正しく捉えられていなかった場合は、Ｓが理解できているか反

応を見ながら簡単な言葉で説明する。 

 

・取り上げる職業は、Ｓが知っていた職業の中から、 

①Ｓが１番興味をもった職業またはＳが自分に向いていると思

う職業(予想としてはイラストレーターか保育士) 

②①の職業とは仕事の特徴が異なり、Ｓの興味が向かない職業

（予想としては消防士かサッカー選手） 

を選ぶ。 

 

・職業のカードの下に書いた板書を基に、仕事の内容を確認する。 

 

 

・考えを肯定的に受け止める。 

・全く考えが浮かばない場合は、 

○発問を変える。 

○その職業についている人の写真や絵を提示し、そこから思い

浮かぶイメージを尋ねる。 

○それでも考えが浮かばない場合は、Ｔが例を出す。 

・言葉が出てこず、どのように言ったらよいか分からない場合は、

Ｓの発言を聞きながら、Ｓが言いたいことに合いそうな言葉を

Ｔがいくつか提示し、その中から選ばせる。 

・出た考えをＴが色のついたカードに書き黒板に貼っていくこと

で、Ｓが自分の考えを視覚的に整理できるようにする。 

・Ｓから出なかった考えについては、Ｔが提示することで、考え

が広がるようにする。 

・発言を肯定的に受け止める。 

・ネガティブな発言が出た場合は、Ｓが自分の良い面に目が向け

られるような声かけをしながら、自分の課題に目を向けられて

いることを褒める。 

・職業の特徴と自分の特徴を挙げて考えられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｓの考えを

書くカー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・同じ学年の人の中で①

の仕事に向いていそ

うな人はいるか考え

る。 

 

 

 

・②の職業の仕事内容に

ついて確認する。 

・②の職業についてどの

ような人が向いてい

ると思うか、考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的に名前が挙がらない場合は、同じクラスの人に絞り、ク

ラスの人の写真を見せながら考えることや、職業の特徴を振り

返りながら、その特徴に当てはまる人を考えさせる。 

・職業の特徴の１つにその人が当てはまっているだけでは、その

人がその職業に向いているとは限らないということにも気づけ

るようにする。 

 

・職業のカードの下に書いた板書を基に、仕事の内容を確認する。 

・考えを肯定的に受け止める。 

・全く考えが浮かばない場合は、 

○発問を変える。 

○その職業についている人の写真や絵を提示し、そこから思い

浮かぶイメージを尋ねる。 

○それでも考えが浮かばない場合は、Ｔが例を出す。 

・言葉が出てこず、どのように言ったらよいか分からない場合は、

Ｓの発言を聞きながら、Ｓが言いたいことに合いそうな言葉を

Ｔがいくつか提示し、その中から選ばせる。 

・出た考えをＴが色のついたカードに書き黒板に貼っていくこと

で、Ｓが自分の考えを視覚的に整理できるようにする。 

・クラスの 

人の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 
5分 

・①と②の仕事に向いて

いる人の特徴を見て、

思ったことを言う。 

 

 

 

 

 

・時間があれば、今回取

り上げなかった職業

についても、どのよう

な人が向いているか

を考える。 

・職業について考えた中

で、新しい発見はあっ

たか考える。 

・①と②の仕事の違うところだけではなく、どちらの仕事にも共

通する力は何か考えられるように発問する。 

・板書した中のコミュニケーション力に関わる言葉を色で囲んで

強調し、どの仕事につくとしても、「人と関わるコミュニケーシ

ョン力」が必要だということに気づけるようにする。 

・どの職業でも「コミュニケーション力」が必要だということに

気づけるようにする。 

 

・発言を肯定的に受け止める。 

・Ｓがこの授業の中で考えたことや分かったことは何かを捉える

ようにする。 

 

自
己
表
現 

5分 

・イラスト帳に描いた絵

をＴに見せて説明す

る。 

・描かれたイラストを肯定的に受け止めることで、自信が持てる

ようにする。 

 

 

６ 評価 

（１）働く上でコミュニケーションをとることが大切だと知ることができたか。 

（２）自分の身の回りの人のことについて考えることができたか。 

  （３）自分の興味と異なる職業について考えることができたか。 


